
栃木県黒磯市ブリヂストン栃木工場火災（第９報）

平成１５年９月 1 0 日

１ ２ 時 ０ ０ 分 現 在

総 務 省 消 防 庁

１ 発生日時 覚知 平成１５年９月８日（月）１２時００分（１１９）

鎮圧日時 平成１５年９月９日（火）１１時５０分

鎮火日時 平成１５年９月 1 0 日（水）１０時３０分

（ ）２ 発生場所 栃木県黒磯市上中野１０ 黒磯那須消防組合消防本部管内

ブリヂストン栃木工場

工場長 本橋 伊作

３ 事故概要

バンバリー工場（生ゴム、硫黄、カーボン、発泡剤を混合し、タイヤ

の部材となるゴムの平板を製造する工場）内に８機ある精錬機の第３号

機付近から出火した模様。

４ 住民への避難指示等の状況 ９月９日０７時００分に解除

【参考】

避難指示対象地区（最大 ：７地区 １，７０８世帯 ５，０３２名）

【内訳】

島方地区 １９１世帯 ４９４名

上中野地区 １２５世帯 ３３５名

方京地区 ４１２世帯 １，３１１名

大原間地区 ４８８世帯 １，２６５名

東小屋地区 ３０６世帯 ８５８名

沼野田和地区 ８３世帯 ３１３名

下中野地区 １０３世帯 ４５６名

避難者数（最大 ：２５０名（東那須野中学校に避難））

５ 事故原因等 調査中

６ 被害状況

(1)人的被害 負傷者等ない模様

(2)物的被害 バンバリー工場１棟全焼



工場北側におかれていたタイヤ製品約１０万本が焼損

７ バンバリー工場の概要

建面積：１８，２９１㎡

延面積：４０，８８５㎡

８ 総務省消防庁の対応

(1)９月８日(月) 14時00分 第１次応急体制

(2)消火活動支援のための専門家チーム(緊急消防援助隊指揮支援部隊)の

派遣

９月８日(月)

16時00分 栃木県より総務省消防庁に対し、消火活動支援のための専

門家派遣要請。

16時08分 総務省消防庁職員２名、東京消防庁４名(緊急消防援助隊

指揮支援部隊)の計６名を専門家チームとして派遣決定し、

東京都(東京消防庁)に派遣要請。

17時30分 東京消防庁ヘリコプターにより現地に出発。

18時25分 現地指揮本部に専門家チーム到着、現地にて今後の消火活

動方針（延焼防止策）について協議。

(3)緊急消防援助隊の追加派遣

９月８日(月)

19時05分 栃木県より総務省消防庁に特殊災害部隊等の緊急消防援助

隊の追加派遣要請。

〃 総務省消防庁より東京都(東京消防庁)に緊急消防援助隊の

追加派遣要請。

21時30分 東京消防庁において、特殊災害部隊など２５隊（緊急消防

援助隊車両２５台、隊員８７名）が現地に向け出発。

９月９日(火)

02時09分 追加派遣部隊が現地到着、今後の消防活動について地元消

防本部等と協議後、消火活動等を開始。

17時55分 緊急消防援助隊全隊は現地活動を終了、引き揚げ。

( 4 ) 火災原因調査チームの派遣

９月９日 (火 ) 改正された消防法に基づいて、消防庁長官の判断による

火災原因調査の実施を決定し、総務省消防庁職員１名、独

立行政法人消防研究所職員２名を派遣。

９ 現地での消火活動の状況

(1)ヘリコプターによる消火活動等

９月８日 栃木県防災ヘリコプターによる情報収集及び消火活動、福島



県防災ヘリコプターによる消火活動を実施。

９月９日 緊急消防援助隊（東京消防庁）ヘリコプターによる情報収集

活動、栃木県防災ヘリによる消火活動を実施。

。

(2)消防車両による消火活動

９月８日 黒磯那須消防組合消防本部、応援消防本部(栃木県内１４消

防本部、福島県内１消防本部)、地元消防団などから消防車両

１１０台、消防職団員約９６０名が泡消火剤による消火活動な

どを実施。

９月９日 緊急消防援助隊の無人走行放水車２台等を投入し、消火活動

を実施。

火災鎮圧後、残火処理を実施。


